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第４次経営計画に掲げる経営管理指標の内部評価一覧（その他） 

 

● その他 ４項目 

経営管理指標 

評価結果 

R1 R2 R3 R4 R5 

災害対応訓練の実施回数 C Ａ    

電気主任技術者免状、ダム水路主任技術者免状

の新規取得者数 

B Ｃ    

基本技能の維持に関する研修の受講回数 A Ｂ    

小水力発電導入の技術支援件数 B A    

 A：計画を上回る １ ２    

 B：ほぼ計画どおり ２ １    

 C：計画を下回る １ １    
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山口県企業局第４次経営計画の実施状況（その他） 

 

 山口県企業局第４次経営計画（計画期間：令和元年度～令和１０年度）に掲げる計画を着実に

推進するための経営管理指標の実施状況は次のとおり 

 

経営管理指標 内   容 実    績 

１災害対応訓練 

の実施回数 

・非常時を想定した事故

対応訓練の計画的な実

施などによる危機管理

体制の強化 

【目標】 

本局・事業所(持ち回り実施)で各年１回 

【実績】 

 本局 

（内容）地震対応訓練（時期）令和３年２月 

 周南工業用水道事務所 

（内容）大雨災害事故対応訓練（時期） 

令和３年１月 

２電気主任技術

者免状、ダム水

路主任技術者

免状の新規取

得者数 

・資格取得の促進 【目標】令和１０年度までに２０人 

【実績】令和２年度 １．５人／年 

 

 

３基本技能の維 

持に関する研 

修の受講回数 

・計画的な研修の実施 【目標】全技術職員について３年に２回受講 

【実績】対象となる全技術職員６５人中６４名

が３年(H30～R2)に２回以上受講 

４小水力発電導 

入の技術支援 

件数 

・小水力発電導入の技術

支援の実施 

【目標】年２件 

【実績】令和２年度 ３件 
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目 標 管 理 カ ー ド（その他①） 

 令和２年度 

経営管理指標 災害対応訓練の実施回数 

担 当 班 調整・管財班 

取 組 方 針 
非常時を想定した事故対応訓練を計画的に実施し、危機管理体制の強

化を図る。 

主 要 目 標 大規模災害時の供給体制の確保に向けた取組の実施 

目 標 値 本局・事業所（持ち回り実施）で各年 1回 

効 果 
災害や事故発生等の緊急時において、迅速かつ適切に対応することに

より、電気及び工業用水の安定供給体制を確保する。 

年 度 別 進 行 状 況 

年度 取 組 内 容 取 組 実 績 効   果 

１ 

災害対応訓練の実施 

本局(電工課・総務課) 

事業所（厚東川工水） 

 

災害対応訓練の実施 

本局(電工課・総務課) 

豪雨災害対策訓練（図上訓練） 

事業所（厚東川工水） 

地震対策訓練（図上訓練） 

大規模災害時

の安定供給体

制の確保 

２ 

災害対応訓練の実施 

本局(電工課・総務課) 

事業所（周南工水） 

 

災害対応訓練の実施 

本局(電工課・総務課) 

地震対応訓練（図上訓練） 

事業所（周南工水） 

大雨災害対応訓練（図上訓練） 

大規模災害時

の安定供給体

制の確保 

３ 
   

４ 
   

５ 
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１ 年間計画（評価を受ける年度に係る計画概要） 

（１）災害対応訓練の実施（令和２年度） 

 〇本局訓練（電気工水課・総務課）  

訓練想定：地震により県内各地で甚大な被害発生(休日の災害発生を想定) 
訓練手法：図上訓練 
実施時期：令和３年２月 

〇事業所訓練（周南工業用水道事務所） 
訓練想定：大雨災害発生に伴う施設被害の発生(宿直者の初動対応訓練)  

訓練手法：図上訓練 
実施時期：令和３年１月 

(２)大規模災害への対応等についての検討 

大規模災害発生時においても安定供給体制が確保できるよう訓練を通しての防災

対策の検証・検討を行う。 

 

２ 達成度分析（項目毎に「計画」「実績」「差異」による分析） 

項   目 計   画 実   績 差   異 

災害対応訓練の実
施 
 

本局・事業所で各年
１回実施 
 

本局及び周南工業用
水道事務所におい
て、実施 

計画どおり 

 
３ 事業評価 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 Ａ・・・計画を上回る 

Ｂ・・・ほぼ計画どおり 

Ｃ・・・計画を下回る 評価 Ｃ Ａ    

【計画と実績の差異分析】 

○災害対応訓練（図上訓練）の実施 

本局（総務課、電気工水課）・・・R3.2.4、大地震発生時の初動対応訓練を実施 

事業所（周南工水）・・・R3.1.29、大雨災害発生時の初動及び緊急対応訓練を実施 

 

〇評価結果 

評価者による訓練評価①と訓練実施回数②による総合評価・・・Ａ評価 

①内部評価者による訓練評価 Ｂ評価 

※新型コロナウイルス感染症拡大状況を考慮した評価体制とすることとし、本年度に

ついては外部評価者を呼ばず、内部評価者のみによる評価とした。 

本局（総務課、電気工水課）・20.13点／25点満点Ｂ評価（概ね良好） 

事業所（周南工水）・・・・21.00点／25点満点Ｂ評価（概ね良好） 
①外部評価者及び内部評価者による訓練評価基準 
訓練実施状況評価点数（５項目について５段階評価し、各項目最高５点、合計２５点満点） 
の外部評価者及び内部評価者全員の平均点数 
Ａ：（良好）   合計２０点以上かつ各項目全て４点以上 
Ｂ：（概ね良好） 合計１５点以上（Cの場合を除く） 

Ｃ：（課題あり） 合計１５点未満または２人以上に３点未満の項目あり 
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②本局・事業所年間訓練実施回数の平均 3.25回/年 Ａ評価 

 ※災害対応訓練以外の訓練も含む（要綱・規程に基づく訓練は１回、その他独自訓 

練は 0.5回として換算：本局 3.0回/年、事業所 23.0回/年） 

 

《総合評価基準》 

評価者による訓練評価と訓練実施回数による総合評価 
②訓練実施回数評価基準 
Ａ：３．０回以上 
Ｂ：１．０回以上３．０回未満 
Ｃ：１．０未満 
 
 

 
４ 課題及び問題点／今後の事業展開 

○課題及び問題点 
 訓練結果を踏まえ、防災対策の見直し（訓練計画、制度・マニュアル等の見直しなど）
を行う。 
・訓練手法の改善 
・マニュアル等の見直し及び担当職員への周知・徹底 
・災害対応力の強化のため、継続した訓練実施（図上訓練）が必要 

○令和３年度の災害対応訓練の実施予定 
  本 局：総務課、電気工水課   

事業所：小瀬川工業用水道事務所  
 大規模災害時の初動体制や被災した場合の早期復旧体制の確保に向けた取組を実施 

 

②訓練回数

①訓練評価

Ａ Ａ評価 Ｂ評価

Ｂ Ｂ評価

Ｃ Ｂ評価 Ｃ評価

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ評価

Ｃ評価
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目 標 管 理 カ ー ド（その他②） 

 令和２年度 

経営管理指標 電気主任技術者免状、ダム水路主任技術者免状の新規取得者数 

担 当 班 経営・技術企画班 

取 組 方 針 
・技術伝承 、資格取得の促進に向けた取組の実施 

・職員の資質向上による組織力の向上 

主 要 目 標 経営課題に的確に対応できる組織力の向上 

目 標 値 令和１０年度までに２０人 

効 果 事業運営に必要な資格保有者を安定的に確保 

年 度 別 進 行 状 況 

年度 取 組 内 容 取 組 実 績 効   果 

１ 

・資格取得研修 

 

意識改革研修     26名/2回 

電験三種予備講座    3名 

電験三種受験直前講座  1名 

電験三種受験対策研修 38名/3回 

申請取得対策研修   38名/3回 

電気主技３名取得 

   （新規２名） 

 

２ 

・資格取得研修 

 

電験三種受験講座通信教育 5名 

申請取得対策研修   36名/3回 

電気主技３名取得 

ダム水路５名取得 

   （新規１名） 

 

３ 

   

４ 

   

５ 
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１ 年間計画（評価を受ける年度に係る計画概要） 

以下の研修を実施 

○ 資格取得に向けた基礎的研修 

○ 電気主任技術者試験に向けた専門的知識等を取得するための研修 

○ 申請取得を目指す人を対象とした研修 

 

２ 達成度分析（項目毎に「計画」「実績」「差異」による分析） 

項   目 計   画 実   績 差   異 

電気主任技術者免

状、ダム水路主任技

術者免状の新規取

得者数 

２人/年 １．５人/年 計画を下回る 

－０．５人/年 

 

３ 事業評価 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 Ａ・・・計画を上回る 

Ｂ・・・ほぼ計画どおり 

Ｃ・・・計画を下回る 評価 Ｂ Ｃ    

【計画と実績の差異分析】 

○ 年度内の免許取得者は、増加（昨年度３名に対し８名）したものの、新規取得者は

減少（昨年度２名に対し１名）したため、目標を達成できなかった。 

 

 

４ 課題及び問題点／今後の事業展開 

○ 業務に必要な資格の取得を促進するため、引き続き、研修や資格取得経費に対する

助成を実施 

〇 新規取得希望者は増加（昨年度７名に対し１１名）しているため、新規取得に向け

て、各事業所へ計画的取得を依頼する。 
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目 標 管 理 カ ー ド（その他③） 

 令和２年度 

経営管理指標 基本技能の維持に関する研修の受講回数 

担 当 班 経営・技術企画班 

取 組 方 針 計画的な研修の実施 

主 要 目 標 基礎知識の習得、技術力の向上 

目 標 値 全技術職員について３年に２回受講 

効 果 職員の資質向上 

年 度 別 進 行 状 況 

年度 取 組 内 容 取 組 実 績 効   果 

１ 

・基本技能の維持に関する

研修 

研修計画に基づき実施 職員の安全意識

を向上 

２ 

・基本技能の維持に関する

研修 

研修計画に基づき実施 職員の安全意識

を向上 

３ 

   

４ 

   

５ 
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１ 年間計画（評価を受ける年度に係る計画概要） 

以下の研修を実施 

○保安・技術に関する知識を習得する研修 

 

２ 達成度分析（項目毎に「計画」「実績」「差異」による分析） 

項   目 計   画 実   績 差   異 

基本技能の維持に

関する研修の受講

回数 

全技術職員について

３年に２回受講 

対象となる全技術職

員（65名）のうち

64名が３年に２回以

上受講 

計画を達成（98%） 

 

３ 事業評価 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 Ａ・・・計画を上回る 

Ｂ・・・ほぼ計画どおり 

Ｃ・・・計画を下回る 評価 Ａ Ｂ    

【計画と実績の差異分析】 

○ 令和２年度は、安全に関わる研修を１０種類実施した。 

〇 対象となる技術職員（研修を指導する立場の者、再任用職員を除く）６５名につい

て３年（H30～R２）に２回以上受講した割合が９８％を達成した。 

 

 

４ 課題及び問題点／今後の事業展開 

○ 計画的な研修を実施 

〇 職員の安全意識の向上 
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目 標 管 理 カ ー ド（その他④） 

 令和２年度 

経営管理指標 小水力発電導入の技術支援件数 

担 当 班 発電班 

取 組 方 針 小水力発電導入の技術支援を実施し、小水力発電の導入を推進する。 

主 要 目 標 小水力発電の推進 

目 標 値 年２件 

効 果 小水力発電の普及 

年 度 別 進 行 状 況 

年度 取 組 内 容 取 組 実 績 効   果 

１ 小水力発電所の技術支援 技術支援を１件実施 技術支援実施 

２ 小水力発電所の技術支援 技術支援を３件実施 技術支援実施 
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１ 年間計画（評価を受ける年度に係る計画概要） 

○ 小水力発電導入の技術支援 

 

 

２ 達成度分析（項目毎に「計画」「実績」「差異」による分析） 

項   目 計   画 実   績 差   異 

小水力発電導入の技

術支援 

目標年２件 技術支援を実施 

（３件） 

計画を上回る 

 

３ 事業評価 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 Ａ・・・計画を上回る 

Ｂ・・・ほぼ計画どおり 

Ｃ・・・計画を下回る 評価  Ｂ Ａ      

【計画と実績の差異分析】 

○ 令和２年度の技術支援件数は３件であり、小水力発電の導入検討を行った。 

検討の結果、１件は採算性がないこと、１件は設置が困難であることから建設には至

らなかった。残り１件については、今年度も引き続き技術支援を継続している。 

 

４ 課題及び問題点／今後の事業展開 

〇 これまでの開発実績を活かし、小水力発電の導入に取り組もうとする市町や公共的

団体等に対する技術支援、財政支援を積極的に進めることにより、小水力発電の普及

に努める。 

○ 小水力発電は、発電所設置の適地について検討が進んでいるところであり、新たな

候補地の探索が難しい状況にある。 

 


